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こ
の
度
、
弊
社
が
施
工
し
た
、
東
京
都
西
多

摩
建
設
事
務
所
発
注
の
災
害
防
除
工
事
に
お
き

ま
し
て
「
東
京
都
西
多
摩
建
設
事
務
所
優
良
工

事
表
彰
」
と
言
う
名
誉
な
賞
を
頂
き
、
ま
こ
と

に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力
の

お
陰
で
、
無
事
故
で
苦
情
ト
ラ
ブ
ル
も
一
切
な

く
工
事
を
完
了
す
る
こ
と
が
出
来
、
大
変
恐
縮

で
は
あ
り
ま
す
が
、
受
注
者
と
し
て
施
工
体
験

を
記
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

◇
苦
労
し
た
点 

 

 

当
現
場
の
施
工
箇
所
は
、
通
行
車
両
が
二

俣
尾
駅
方
向
か
ら
奥
多
摩
方
向
に
進
行
し
た
場

合
、
長
い
直
線
の
急
な
下
り
坂
、
見
通
し
の
悪

い
急
カ
ー
ブ
を
過
ぎ
、
突
然
現
場
が
現
れ
る
場

所
に
あ
り
ま
し
た
。 

そ
の
為
、
以
前
よ
り
通
常
で
も
事
故
が
多
数

発
生
し
て
い
る
場
所
で
あ
り
、
片
側
交
互
通
行

を
行
う
場
合
、
常
に
早
め
の
明
確
な
交
通
誘
導

が
要
求
さ
れ
、
本
作
業
と
同
等
の
集
中
力
が
必

要
と
な
り
ま
し
た
。 

 

又
、
積
算
工
程
は
、
基
本
２
班
施
工
で
積

み
上
げ
ら
れ
た
現
場
で
あ
り
、
現
場
対
応
が
要

求
さ
れ
ま
し
た
。 

◇
特
に
工
夫
し
た
点 

 
「
Ｖ
Ｅ
提
案
（
コ
ス
ト
削
減
）
」 

植
生
基
材
吹
付
工
は
、
当
初
、
青
梅
街
道
の

２
４
時
間
連
続
規
制
を
行
い
、
吹
付
用
の
プ
ラ

ン
ト
を
車
道
上
に
設
置
し
た
ま
ま
で
施
工
を
行

う
計
画
で
し
た
。 

 

青
梅
街
道
旧
道
部
の
歩
道
内
を
、
道
路
管
理

者
で
あ
る
青
梅
市
よ
り
占
用
許
可
を
頂
く
こ
と

が
で
き
た
為
、
プ
ラ
ン
ト
を
設
置
す
る
こ
と
で

対
応
で
き
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
青
梅
街
道
の

夜
間
交
通
規
制
を
行
わ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
通
常
の
夜
間
開
放
の
状
態
と
な
り
、
安
全

が
確
保
さ
れ
、
交
通
車
両
に
も
不
便
を
か
け
ず
、

作
業
を
終
了
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ
の

結
果
、
交
通
規
制
費
を
大
幅
に
削
減
す
る
こ
と

が
出
来
ま
し
た
。 

「
技
術
固
有 

特
殊
機
械
の
使
用
」 

 
 

工
期
短
縮
を
す
る
た
め
、
削
孔
工
に
お
い

て
、
従
来
の
圧
縮
空
気
に
よ
る
イ
ン
バ
ー
タ
ー

チ
ゼ
ル
で
は
な
く
、
油
圧
に
よ
る
削
孔
能
力
の

高
い
ロ
ー
タ
リ
ー
パ
ー
カ
シ
ョ
ン
方
式
の
ボ
ー

リ
ン
グ
マ
シ
ン
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
設

計
よ
り
２
３
日
工
期
を
短
縮
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
そ
し
て
、
交
通
規
制
回
数
も
削
減
す

る
こ
と
が
で
き
、
安
全
確
保
も
出
来
ま
し
た
。 

 

「
社
会
的
貢
献 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
参
加
」 

当
作
業
所
は
、
青
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会
に
お
い
て
、

３
０
キ
ロ
コ
ー
ス
の
約
２
０
㎞
地
点
に
あ
り
、

現
場
用
作
業
ト
イ
レ
、
作
業
員
休
憩
所
を
無
料

開
放
し
、
ラ
ン
ナ
ー
及
び
応
援
者
に
使
用
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
又
、
ラ
ン
ナ
ー
の
方
々
へ
少

し
で
も
喉
を
う
る
お
せ
る
よ
う
、
私
を
含
め
社

員
数
名
で
道
路
上
に
お
い
て
、
リ
ン
ゴ
や
み
か

ん
、
飴
な
ど
を
配
布
し
ま
し
た
。
地
元
地
域
で

応
援
す
る
こ
と
も
で
き
、
ラ
ン
ナ
ー
及
び
地
域 

住
民
と
も
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
現
場
を
施
工
す
る
な
か
で
、
地
域
の

方
々
の
ご
協
力
な
し
で
は
完
工
ま
で
い
か
な
か

っ
た
と
思
い
ま
す
の
で
、
こ
の
よ
う
な
小
さ
な

社
会
貢
献
で
は
あ
り
ま
す
が
、
ま
た
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。 

◇
現
場
で
得
ら
れ
た
や
り
が
い
や
達
成
感 

 

本
工
事
を
無
事
故
無
災
害
で
竣
工
を
向
か
え

た
こ
と
に
加
え
て
、
工
程
・
品
質
・
出
来
形
・

原
価
管
理
も
良
好
で
あ
り
、
中
間
検
査
、
竣
工

検
査
で
大
き
な
指
摘
事
項
も
な
か
っ
た
事
は
自

信
に
繋
が
り
ま
し
た
。 

◇
建
設
業
の
将
来
を
担
う
若
手
技
術
者
や 

学
生
に
対
し
て
伝
え
た
い
こ
と 

 

工
事
を
す
る
こ
と
は
大
変
で
困
難
な
こ
と
も

多
々
あ
り
ま
す
が
、
解
決
に
向
け
そ
れ
を
考
え

又
、
工
夫
し
完
成
さ
せ
る
こ
と
で
、
地
域
社
会

に
貢
献
で
き
る
誇
り
の
持
て
る
仕
事
だ
と
思
い

ま
す
。 

 

◇
会
社
代
表
よ
り 

本
工
事
に
お
き
ま
し
て
、
弊
社
社
員
が
こ
の
よ

う
な
素
晴
ら
し
い
表
彰
を
さ
れ
た
こ
と
、
心
か

ら
嬉
し
く
思
い
ま
す
。
天
野
に
お
き
ま
し
て
は
、 

  

 
 

上図  施工後 植生基材完了 

 

上図  施工現場 伐採完了 

施
工
体
験
記 

 
 

工
事
件
名
：
道
路
災
害
防
除
工
事
（
３
０
西
の
２
） 

工
事
場
所
：
一
般
国
道
４
１
１
号 

青
梅
街
道 

青
梅
市
二
俣
尾
５
丁
目
地
内 

施
工
業
者
：
株
式
会
社 
酒
井
組 

 

監
理
技
術
者 

天
野
秀
幸 

工 
 

期
：
平
成
３
０
年
６
月
２
５
日
～
平
成
３
１
年
４
月
１
７
日 

工
事
概
要
：
本
工
事
は
、
青
梅
街
道
沿
い
の
法
面
の
浸
食
を
防
ぐ
、
災
害
防
除
工
事
で
あ
る
。 

 
 
 
 
 

鉄
筋
挿
入
工 
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強
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植
生
基
材
吹
付
工 

 
A

=

１
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2021 年 5 月 

 

上図  管理技術者 天野秀幸 

ま
た
、
工
事
に
関
わ
る
弊
社
以
外

の
下
請
け
や
こ
れ
か
ら
を
担
う

若
い
人
材
へ
の
積
極
的
な
指
導

を
見
て
お
り
ま
す
と
ま
す
ま
す

こ
れ
か
ら
の
働
き
に
期
待
を
す

る
ば
か
り
で
す
。
こ
の
度
は
誠
に

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 

 

こ
こ
数
年
、
本
当
に
努
力
を
し
、

時
に
困
難
な
こ
と
も
乗
り
越
え
、

自
身
の
工
夫
等
を
加
え
た
結
果
、

常
に
好
成
績
を
残
し
て
お
り
、
弊

社
に
と
っ
て
も
大
変
貴
重
な
存

在
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
工
事
に

関
わ
る
安
全
面
に
関
し
ま
し
て

は
、
弊
社
で
一
番
と
い
っ
て
も
い

ま
す
。 
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  ５ 月 事 業 報 告  

１０日 広報委員会 ３２２号編集 

１０日 総務委員会 

１１日 西建協 組合 第５５回 通常総会 

１３日 災害対策安全委員会 

１４日 事業委員会 

１８日 西建協 理事会 

３１日 西建協 若手経営者の会 第２８回 通常総会 

６ 月 事 業 計 画 

１０日 広報委員会 ３２３号編集 

１０日 災害対策安全委員会 

１１日 令和３年度 経営講習会 事業委員会 

１４日 総務委員会 

１５日 理事会 

１５日 建災防 令和３年度 定期総会 

 

◇ あ と が き ◇ 

新型コロナウイルス終息の目途が立たない昨今、作業員の

方々も屋外建設現場でのマスク着用をしております。気温の高

まる 5 月以降より熱中症リスクの高まる季節となります。マス

ク着用により皮膚からの熱が逃げにくく、体温調節がしづらく

なる恐れもあります。屋外においては 2ｍ以上の十分な距離を保

てればマスクをはずす、2 人以上で密着する作業は必ずマスク

を着ける等、建設現場での熱中症予防においても対策が必要と

なります。『熱中症予防×コロナ感染防止』と様々なリスクを伴

う建設現場ですが、みなさん力を合わせて、この夏を乗り切り

ましょう‼ 

～広報委員会～ 

 

フリー工業株式会社は、土木工事分野の法面工事、擁壁工事、道路拡

幅工事、落石防止工事などに関連する技術開発を行い、それに伴う工事

と建材の製造販売で社会に貢献している企業です。 

弊社は1975年(昭和50年5月)にフリーフレーム工法の開発と ともに

創業し、長年にわたり独自的な商品及び工法開発に励んでまいりました。 

引き続き国土の安全・安心を基本に、数多くの経験を生かし、法面のパイ

オニアとして常に新しいモノづくりに挑戦し続けます。 

 

を企業活動テーマに、日本コンクリート工業株式会社の技術力をプラ

スして、新たなフリー工業をスタートさせます。今後とも更なるお引き

立てを賜りますようお願い申し上げます。 

 

～賛助会員 紹介特集～ 
 

令和３年度 全国安全週間 

本 週 間 令和３年７月１日～７月 ７日 

準備期間 令和３年６月１日～６月３０日  

スローガン 

「持続可能な安全管理 未来へつなぐ安全職場」 

今年で 94 回目となる全国安全週間は、労働災害を防止するた

めに産業界での自主的な活動の推進と、職場での安全に対す

る意識を高め、安全を維持する活動の定着を目的としていま

す。 

 事業場では、労使が協調して労働災害防止対策が展開され

てきました。この努力により労働災害は長期的には減少して

おり、令和２年の労働災害による死亡者数は３年連続で過去

最少となる見込みです。 

 一方、休業４日以上の労働災害による死傷者数は、高齢者

の労働災害、転倒災害や「動作の反動・無理な動作」による

労働災害が年々増加していることに加え、新型コロナウイル

ス感染症の罹患による労働災害の増加により、平成 14 年以降

で最多となる見込みです。 

 このような背景を踏まえて今年度のスローガンでは、働く

高齢者の増加等の就業構造の変化や新型コロナウイルス感染

症の感染拡大に伴う社会情勢の変化等に対応し、将来を見据

えた持続可能な安全管理を継続して実施していくことによ

り、すべての働く方が安心して安全に働くことのできる職場

の実現を呼びかけています。 

 厚生労働省では、７月１日（木）から７日（水）までを「全

国安全週間」、６月１日（火）から 30 日（水）までを準備期

間として、各職場における巡視やスローガンの掲示、労働安

全に関する講習会の開催など、さまざまな取組を行っていき

ます。 

詳細は、厚生労働省ＨＰ 

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17450.html  

https://www.mhlw.go.jp/stf/newpage_17450.html

